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１．はじめに

１ １ 研究背景と目的

東京湾岸地域では、近年再開発による大規模マンションが急増す

る中で、人口は増加するものの、新住民の地域活動への無関心とい

ったコミュニティの希薄化１）が問題となっている。特に新住民の多

くを占める30代，40代といった若い世代は、都心へ通勤する就労者

が多いため、地域活動への関心は低く、活動への参加も少ない。

ところで東京都中央区月島で、筆者らは「月島長屋学校（以下：

長屋学校）」２）を開設して住民と大学が連携する活動を展開してい

るが、月島においても、若い世代のまちへの無関心、地域活動への

無関心、参加率が低いといった問題が指摘されている。

そこで本研究では、長屋学校を拠点としたまちづくりイベント「こ

どもみちおえかき」（以下：みちおえかきイベント）を開催した。本

稿では、みちおえかきイベントの普及を主眼として、みちおえかき

イベントの内容と結果、実施主体の体制と役割分担、効果と評価に

ついて報告する。

１ ２ 既往研究

木下３）は大人と子どもが一緒に活動することによって、まちへの

意識変化が生じ、活動に積極的に参画するようになるとしている。

しかし、子どもの創造性を育む、また、まちづくり学習のためのワ

ークショップは数多く報告されているが４）５）６）、若い世代のまちへ

の関心や地域活動への関心を高める手法としての、子どもと保護者

が気軽に参加するワークショップやイベントの報告は少ない。また、

昔からある子どもの遊びの一つである道路へのおえかきに関する手

法の報告はない。

そこで本研究は、若い世代のまちへの関心や地域活動への関心を

高め、また地域活動への参加を促進する方法として、若い世代の保

護者と子どもが一緒に参加するみちおえかきイベントの方法の開発

を目指すものである。

１ ３ 研究の方法

まちづくりイベントとして、芝浦工業大学の学生（以下：学生）、

長屋学校、地元町会注１）の連携によるみちおえかきイベントを開催す

る。まず、中央区月島と長屋学校の概要を説明した上で、みちおえ

かきイベントの内容と結果を示す。次に、みちおえかきイベントの

実施主体の体制と役割分担を示す。更に、みちおえかきイベントの

参加者と実施主体に対するアンケート調査の結果から、みちおえか

きイベントの効果と評価を明らかにする。

２．中央区月島と長屋学校の概要

２ １ 中央区月島

長屋学校周辺の月島と、月島地区注２）の年齢層別人口動態７）を図1

に示す。

図１ 長屋学校周辺の月島と人口動態 
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中央区月島は、戦時中の空襲に遭わなかったため、戦前からの長

屋と路地注３）のまち並みが残っている８）。

一方で、再開発が進行して多くの大規模マンションが建設されて

おり９）、月島地区の人口は急増すると共に、若い世代を含む生産年

齢人口も増加している。

２ ２ 長屋学校

長屋学校は、芝浦工業大学が文科省の｢地（知）の拠点整備事業」

注４）に採択されたことを機に開設された地域連携施設である。リノベ

ーションされた1926年建設の長屋の１階注５）を使用している。

長屋学校の活動経緯10）を図２に示す。

長屋学校は、2013年10月に開設された。2014年５月に中央区民カ

レッジ注６）が開催されたことで、その受講生だった地元住民が長屋学

校メンバーとして集うようになった。2015年４月には、学生と長屋

学校メンバーとの協働で、月島路地マップの英語版注７）を完成させた。

2016年６月には、やはり学生と長屋学校メンバーとの協働で月島ま

ち歩きガイドブック注８）を完成させた。活動内容は、フリートーク、

大学授業・ゼミ、研究室プロジェクト、交流・訪問、イベント、長

屋学校英語班注９）と多様になり、活動回数も2014年は11回、2015年度

は16回、2016年度は21回、2017年度は31回と増加した。長屋学校メ

ンバーも2014年度は11名だったが、2017年度には17名に増加した。

３．みちおえかきイベントの内容と結果

３ １ みちおえかきイベントの内容と結果

みちおえかきイベントの内容と結果を図３に示す。

みちおえかきイベントは、子どもがチョークを使用して道路上に

自由に絵を描くイベントである。計２回開催した。第２回は、第１

回の結果を踏まえて、道路上の塗り絵とベーゴマ遊びを追加した。

１）開催日時

第１回を2017年９月24日（日曜日）に、第２回を11月12日（日曜日）

に開催した。時間は両日とも13時から15時とした。第１回の天気は

図２ 長屋学校の活動経緯 

晴、気温26度だった。第2回の天気は晴、気温16度だった。

第２回は、当初10月15日開催の予定だったが天候不良のため延

期・再延期となり、結果として 11 月 12 日に開催した。

２）開催場所

長屋学校前の幅員 5.4m の道路を使用した。この道路は、毎週日曜

日に月島警察署の規定によって沿道住民以外の自動車交通が規制さ

れる。みちおえかきイベントは規制時間内に開催した。 
３）会場とスタッフ配置 

会場（道路上に絵を描くことができる範囲）を三角コーンとビニ

ールテープで区画し、参加者が道路使用許可範囲外を使用すること

がないようにした。第１回では会場短辺部両脇のみを三角コーンと

ビニールテープで区画したが、時折参加者と通行者が交錯すること

があったため、第２回では会場長辺部も区画した。 

実施主体は交通整理スタッフとして 5.4ｍ道路入口に立ち、確実に

自動車の進入を制限すると共に、会場両端にも立ち、通行者を誘導

し参加者に注意喚起した。また子ども見守りスタッフとして会場内

に５名程が立ち、参加者の安全を確保した。会場内の一角には机を

置き、受付スタッフがついた。 

３ ２ みちおえかきイベントの結果

第１回は、子ども 40 名、保護者 40 名の計 80 名が参加した。会場

に入りきれないほどの多くの参加者があった。第２回は、子ども 40 
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15名

長屋
学校

英語班

日

時

場

所

会

場

と

ス

タ

ッ

フ

配

置

参

加

者

数

　

第１回 第２回

子ども40名，保護者40名，計80名 子ども40名，保護者27名，計67名

2017年9月24日(日曜日)13時～15時(晴、26度) 2017年11月12日(日曜日)13時～15時(晴、16度)

内

容

長屋学校前面道路(毎週日曜日通行止め,　中央区月島3丁目)

チョークを使用した道路上でのおえかき（参加費:無料）

・塗り絵、ベーゴマ

・長屋学校を紹介するチラシ、路地マップ配布

参

加

者

の

様

子

塗り絵をする子供

「けんけんぱ」をする子ども ベーゴマを教わる子ども

自由に絵を描く子ども

「けんけんぱ」

名、保護者 名の計 名が参加した。会場一杯になるほどの多く

の参加者があった。 

子どもの参加者は、アニメのキャラクター等を楽しそうに自由に

描いた。また丸を描いて「けんけんぱ」で遊んだ。第１回では夏休

みの思い出を描く子どもも多かった。第２回では、数名で塗り絵を

したり、数名が実施主体・町会役員スタッフの指導を受けてベーゴ

マで遊んだりした。

４．実施主体の体制と役割分担

実施主体の体制、準備過程、開催当日の役割分担、広報活動の分

担について示す。

４ １ 実施主体の体制

 

実施主体の体制を図４に示す。

実施主体は、企画者学生と学生、長屋学校メンバー、町会役員で

ある。実施主体は、開催当日のスタッフを務め、開催までの準備過

程で、打合せ、企画、準備作業、広報活動を分担して行った。 

４ ２ みちおえかきイベントの準備過程

みちおえかきイベント開催までの準備過程を図５に示す。

みちおえかきイベントの企画は、企画者学生が中心となり、企画 

図４ 実施主体の体制 

 
企画者学生

長屋学校

メンバー
町会役員 （１）目的 （２）内容 （３）会場 （４）許可・申請 （５）広報活動 （６)用具の調達

・研究内容の説明

・提案
・提案、助言

・目的に関する意見交換

・企画に関する意見交換

・新旧住民間交流の

　希薄の問題から新

　たなコミュニティ

　の形成を目的とし

　て提案

　 　・コミュニティカ

　　　 フェやイベント

　　　 企画の提案

　　 ・イベント企画内

　　 　容の検討

・月島の住民が集ま

　り、参加しやすい

　場の検討

・企画の提案

・企画の提案、助言

・準備や広報に関す

　る助言

・みちおえかきイベントの開催

　が決定

・みちおえかきイベント開催の

　ための準備や広報方法に関す

　る意見交換

・イベント通して地域

　組織の活動への関心

　を得ること、さら

　に、まちへの愛着心

　を高めることを目的

　として決定

　　 ・こども向けおえか

　　　 きイベントの提案

　　 ・実施に向けた具

　　 ・体的な内容の決定

・毎週日曜日に車両

　通行止めとなる、

　月島長屋学校前面

　道路での開催が決

　定

・町会や近隣住民への

　許可等に関する意見

　交換

・広報方法に

　関する意見

　交換

・企画説明

・協力依頼

・運営に関す

　る助言

・みちおえかきイベントの概要

　説明

・町会役員が実施主体になるこ

　との了承

・広報方法や申請についての話

　し合い

・町会へのイベント概

　要説明

・町会区域内でのイベ

　ントの開催の許可

・広報方法の提案

　や助言

・ポスター試案
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・ポスター記載

　内容の助言

・町会の協力内容の確認

・ポスター記載内容の確認

・広報に関する打

　ち合わせ、

・ポスターの記載

　内容の確認

・ポスター掲示

・企画説明
・ポスター掲示

・町会掲示板へのポスター掲示

・周辺商店やマンションへの広
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・近隣住民への説明

・ポスターの掲示

・商店やマンショ
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・近隣住民への事
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・当日の役割分担

　に関する提案
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・道路使用許可申請手続き
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・第２回みちおえ

　かきイベントの
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・第１回みちおえかきイベント
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・ポスター掲示

・企画説明
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・企画説明
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・周辺商店やマンションへの広

　報協力依頼

・近隣住民への説明

・町会掲示板へのポスター掲示

・ポスターの掲示

・近隣住民や商店

　への事前説明

・町会から、机、椅

　子、三角コーンを

　貸りる際の受け渡

　し方法の決定

企画者学生と

警察
・書類の受け取り ・道路使用許可交付 ・交付書類の受け取り

・中止ポスターの

　掲示

企画者学生と

警察
・企画説明

・必要書類の提出
・道路使用許可申請手続き

・月島警察署交通規制

　課へイベント概要

　書、会場案内図、平

　面図と道路使用許可

　申請書を提出

企画者学生と

町会役員
・ポスター掲示

・企画説明

・ポスター掲示

・企画説明

・ポスター記載内容の確認

・町会掲示板へのポスター掲示

・周辺商店やマンションへの広

　報協力依頼

・近隣住民への説明

・ポスターの掲示

・近隣住民や商店

　への事前説明

・町会から、机、椅

　子、三角コーンを

　貸りる際の受け渡

　し方法の決定

企画者学生と

警察
・書類の受け取り ・道路使用許可交付 ・交付書類の受け取り

企画者学生と

長屋学校メン

バー

・第１回みちおえ

　かきイベントの

　報告

・第２回の企画提

　案

・第１回みちおえか

　きイベントへのコ

　メント

・第２回みちおえか

　きイベントの企画

　提案、助言

・第１回みちおえかきイベント

　の報告と意見交換

・第２回みちおえかきイベント

　の企画説明と意見交換

・第１回みちおえ

　かきイベントの

　報告

・イベント開催後

　の展開とシニア

　世代との交流に

　関する意見交換

・中止ポスターの

　掲示

・ポスター掲示

・企画説明

・町会掲示板へのポスター掲示

・周辺商店やマンションへの広

　報協力依頼

・ポスターの掲示

・近隣住民や商店

　への事前説明

企画者学生と

長屋学校メン

バー

・第２回みちおえ

　かきイベントの

　企画提案

・第２回みちおえか

　きイベントの企画

　提案、助言

・第２回みちおえかきイベント

　への発展についての意見交換

・塗り絵とベイゴ

　マの導入の決

　定、長屋学校に

　関するチラシ配

　布の決定

・町会から、机、椅

　子、三角コーンを

　貸りる際受け渡し

　方法の決定

・開催 ・開催 ・開催

凡例：検討   　決定   　　

　第２回みちおえかきイベントの開催

第１回みちおえかきイベントの開催

　雨天による開催延期

　雨天による開催延期

日付

実施主体

主な打ち合わせ内容打合せ

確認項目

企画 準備作業

企画者学生と

警察

企画者学生と

町会役員

第

１

回

第

２

回

企画者学生と

長屋学校メン

バー

図５ みちおえかきイベント開催までの準備

過程 
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者学生と長屋学校メンバー、町会役員が打合せで、検討や決定を行

っていった。2018年７月22日と９月２日の長屋学校メンバーとの打

合せで、この地区で昔からある子どもの遊びを連想させるみちおえ

かきイベントの企画が確定した。その後、９月７日からの計３回の

町会役員との打合せで、町会役員が実施主体となることの了承と協

力内容の確認、ポスター記載内容の確認、周辺商店やマンションへ

の広報協力依頼、近隣住民への説明を行った。９月19日と９月22日

には、警察への道路使用許可申請手続きを行った。

第２回では、２回の開催延期を経て、計３回の町会役員との打合

せで、第１回みちおえかきイベントの報告、第２回みちおえかきイ

ベントの企画説明、ポスター記載内容の確認、周辺商店やマンショ

ンへの広報協力依頼、近隣住民への説明を行った。計２回の長屋学

校メンバーとの打ち合わせで、第１回みちおえかきイベントの報告

と意見交換、第２回みちおえかきイベントの企画説明と意見交換を

行った。また２回の開催延期があったため、警察への道路使用許可

申請手続きは計３回にわたった。

警察への道路使用許可申請では、月島警察署交通規制課へ、みち

おえかきイベント概要書（内容、方法、主催団体、協力団体を記載）、

会場案内図、平面図と道路使用許可申請書を提出し、道路使用の許

可を得た。申請書を提出してから許可書が交付されるまでに３日を

要した。

４ ３ 開催当日の役割分担

開催当日の役割分担を表１に示す。

企画者学生と学生は、主に受付スタッフ、見守りスタッフを務め

た。第２回では、一部が交通整理スタッフを務めた。長屋学校メン

バーは、見守りスタッフを務めた。町会役員は、主に交通整理スタ

ッフを務めた。また当日の準備は、企画者学生と学生、長屋学校メ

ンバー、町会役員が分担して行った。

４ ４ 広報活動の分担

みちおえかきイベントの広報活動について図６に示す。

企画者学生と長屋学校メンバーA、B、D、Fと、町会役員a（町会

長）が広報方法を検討した。企画者学生がポスター・チラシを作成

した。企画者学生と町会役員が町会掲示板へのポスター掲示を行っ

た。企画者と町会役員aが店舗などへの広報協力の依頼を行った。そ

の他、長屋学校メンバーCは自身の経営する音楽教室で、Dはコミュ

 

表１ 開催当日の役割分担

 

ニティ・ラジオ放送で、EはブログやSNSで広報した。

４ ５ 用具と経費の分担

使用した用具と経費を表２に示す。

必要な用具と数を企画者学生が提案し、主に町会役員との打合せ

で決定した。 

机・折りたたみイス・三角コーンは、町会から貸し出された。清

 

図６ みちおえかきイベントの広報活動

表２ 使用した用具と経費

実施主体 名前
受付

スタッフ

見守り

スタッフ

交通整理

スタッフ
準備

人数

の合計

受付

スタッフ

見守り

スタッフ

交通整理

スタッフ
準備

人数

の合計

企画者学生 ア ● ● ● ● 1名 ● ● 1名

イ ● ● ●

ウ ●

エ ● ● ●

オ ● ●

キ ● ●

ク ● ●

ケ ● ●

コ ● ●

A ● ●

B ●

C ● ● ●

D ● ●

E ● ●

F ●

G ●

H ●

I ● ●

J ● ●

a ● ●

b ● ● ● ●

d ●

e

f

g ● ● ●

２名 13名 3名 ５名 14名 ２名 13名 ５名 ６名 16名計

長屋学校

メンバー
７名

２名

第１回

学生 ４名 ６名

町会役員

６名

３名

第２回

広報方
法の検
討

ポスター・
チラシの
作成

広報協
力の依
頼

広報方法
の検討

ポスター・チ
ラシの作成

広報協力
の依頼

● ● ● ●

町会掲示板へ

のポスター掲

示

● ● ● ●

●

●

●

● ●

●
ブログ、SNSで

記事を掲載
●

●

● ● ●

町会掲示板へ

のポスター掲

示

● ● ●

●
飲食店でのポ

スター掲示
●

●
商店でのポス

ター掲示
●

箇所数 箇所数

10 10

1 1

3 3

2 3

広報活動

第２回

広報活動

第１回

町会掲示板へのポ

スター掲示

音楽教室でのポス

ター掲示、チラシ

配布

ラジオでの放送D

ブログ、SNSで記

事を掲載

その他

掲示箇所

町会掲示板

マンション

店舗（飲食店・商店）

その他

町会掲示板へ

のポスター掲示

飲食店でのポ

スター掲示

商店でのポス

ター掲示

実施主体

掲示箇所

町会掲示板

マンション

店舗（飲食店・商店）

企画者学生

b

c

月

島

長

屋

学

校

メ

ン

バ

ー

A

町

会

役

員

B

C

役

割

掲

示

箇

所

ポ

ス

タ

ー

E

F

a
　(町会長)

単価
(円）

個数
小計
（円）

調達先
単価
(円）

個数
小計
（円）

調達先

0 1 0 0 1 0
0 3 0 0 4 0
0 4 0 0 6 0

お茶 0 1 0 お茶 0 1 0
0 - 0 0 - 0

デッキブラシ 0 2 0 デッキブラシ 0 1 0
198 1 198 デッキブラシ 500 1 500

12色 486 2 972 白（10本） 75 2 150
白（10本） 75 1 75 赤（10本） 148 2 296
赤（10本） 148 1 148 黄（10本） 148 2 296
黄（10本） 148 1 148 青（10本） 148 2 296
青（10本） 148 1 148 0 2 0

紙コップ 164 1 164 0 1 0
ウェットティッシュ 98 1 98 0 40 0

0 1 0 0 100 0
0 1 0

2,100 1 2,100

50 40 2,000

長屋学校
メンバー

町会折りたたみイス
三角コーン

机

お菓子
長屋学校
メンバー

名称名称

机
折りたたみイス
三角コーン

町会

企画者
学生

合計（円） 4,051

企画者
学生

5,638

A5版長屋学校チラシ
路地マップ

ウェットティッシュ
ベイゴマ

企画者
学生

合計（円）

リクレーション保険

道路使用許可申請経
費

ビニールテープ

チョーク

用
具

経
費

企画者
学生

第１回 第２回

お茶
用
具

ビニールテープ

チョーク

お菓子

道路使用許可申請 2,100 1 2,100
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者学生と長屋学校メンバー、町会役員が打合せで、検討や決定を行

っていった。2018年７月22日と９月２日の長屋学校メンバーとの打

合せで、この地区で昔からある子どもの遊びを連想させるみちおえ

かきイベントの企画が確定した。その後、９月７日からの計３回の

町会役員との打合せで、町会役員が実施主体となることの了承と協

力内容の確認、ポスター記載内容の確認、周辺商店やマンションへ

の広報協力依頼、近隣住民への説明を行った。９月19日と９月22日

には、警察への道路使用許可申請手続きを行った。

第２回では、２回の開催延期を経て、計３回の町会役員との打合

せで、第１回みちおえかきイベントの報告、第２回みちおえかきイ

ベントの企画説明、ポスター記載内容の確認、周辺商店やマンショ

ンへの広報協力依頼、近隣住民への説明を行った。計２回の長屋学

校メンバーとの打ち合わせで、第１回みちおえかきイベントの報告

と意見交換、第２回みちおえかきイベントの企画説明と意見交換を

行った。また２回の開催延期があったため、警察への道路使用許可

申請手続きは計３回にわたった。

警察への道路使用許可申請では、月島警察署交通規制課へ、みち

おえかきイベント概要書（内容、方法、主催団体、協力団体を記載）、

会場案内図、平面図と道路使用許可申請書を提出し、道路使用の許

可を得た。申請書を提出してから許可書が交付されるまでに３日を

要した。

４ ３ 開催当日の役割分担

開催当日の役割分担を表１に示す。

企画者学生と学生は、主に受付スタッフ、見守りスタッフを務め

た。第２回では、一部が交通整理スタッフを務めた。長屋学校メン

バーは、見守りスタッフを務めた。町会役員は、主に交通整理スタ

ッフを務めた。また当日の準備は、企画者学生と学生、長屋学校メ

ンバー、町会役員が分担して行った。

４ ４ 広報活動の分担

みちおえかきイベントの広報活動について図６に示す。

企画者学生と長屋学校メンバーA、B、D、Fと、町会役員a（町会

長）が広報方法を検討した。企画者学生がポスター・チラシを作成

した。企画者学生と町会役員が町会掲示板へのポスター掲示を行っ

た。企画者と町会役員aが店舗などへの広報協力の依頼を行った。そ

の他、長屋学校メンバーCは自身の経営する音楽教室で、Dはコミュ

 

表１ 開催当日の役割分担

 

ニティ・ラジオ放送で、EはブログやSNSで広報した。

４ ５ 用具と経費の分担

使用した用具と経費を表２に示す。

必要な用具と数を企画者学生が提案し、主に町会役員との打合せ

で決定した。 

机・折りたたみイス・三角コーンは、町会から貸し出された。清

 

図６ みちおえかきイベントの広報活動

表２ 使用した用具と経費

実施主体 名前
受付

スタッフ

見守り

スタッフ

交通整理

スタッフ
準備

人数

の合計

受付

スタッフ

見守り

スタッフ

交通整理

スタッフ
準備

人数

の合計

企画者学生 ア ● ● ● ● 1名 ● ● 1名

イ ● ● ●

ウ ●

エ ● ● ●

オ ● ●

キ ● ●

ク ● ●

ケ ● ●

コ ● ●

A ● ●

B ●

C ● ● ●

D ● ●

E ● ●

F ●

G ●

H ●

I ● ●

J ● ●

a ● ●

b ● ● ● ●

d ●

e

f

g ● ● ●

２名 13名 3名 ５名 14名 ２名 13名 ５名 ６名 16名計

長屋学校

メンバー
７名

２名

第１回

学生 ４名 ６名

町会役員

６名

３名

第２回

広報方
法の検
討

ポスター・
チラシの
作成

広報協
力の依
頼

広報方法
の検討

ポスター・チ
ラシの作成

広報協力
の依頼

● ● ● ●

町会掲示板へ

のポスター掲

示

● ● ● ●

●

●

●

● ●

●
ブログ、SNSで

記事を掲載
●

●

● ● ●

町会掲示板へ

のポスター掲

示

● ● ●

●
飲食店でのポ

スター掲示
●

●
商店でのポス

ター掲示
●

箇所数 箇所数

10 10

1 1

3 3

2 3

広報活動

第２回

広報活動

第１回

町会掲示板へのポ

スター掲示

音楽教室でのポス

ター掲示、チラシ

配布

ラジオでの放送D

ブログ、SNSで記

事を掲載

その他

掲示箇所

町会掲示板

マンション

店舗（飲食店・商店）

その他

町会掲示板へ

のポスター掲示

飲食店でのポ

スター掲示

商店でのポス

ター掲示

実施主体

掲示箇所

町会掲示板

マンション

店舗（飲食店・商店）

企画者学生

b

c

月

島

長

屋

学

校

メ

ン

バ

ー

A

町

会

役

員

B

C

役

割

掲

示

箇

所

ポ

ス

タ

ー

E

F

a
　(町会長)

単価
(円）

個数
小計
（円）

調達先
単価
(円）

個数
小計
（円）

調達先

0 1 0 0 1 0
0 3 0 0 4 0
0 4 0 0 6 0

お茶 0 1 0 お茶 0 1 0
0 - 0 0 - 0

デッキブラシ 0 2 0 デッキブラシ 0 1 0
198 1 198 デッキブラシ 500 1 500

12色 486 2 972 白（10本） 75 2 150
白（10本） 75 1 75 赤（10本） 148 2 296
赤（10本） 148 1 148 黄（10本） 148 2 296
黄（10本） 148 1 148 青（10本） 148 2 296
青（10本） 148 1 148 0 2 0

紙コップ 164 1 164 0 1 0
ウェットティッシュ 98 1 98 0 40 0

0 1 0 0 100 0
0 1 0

2,100 1 2,100

50 40 2,000

長屋学校
メンバー

町会折りたたみイス
三角コーン

机

お菓子
長屋学校
メンバー

名称名称

机
折りたたみイス
三角コーン

町会

企画者
学生

合計（円） 4,051

企画者
学生

5,638

A5版長屋学校チラシ
路地マップ

ウェットティッシュ
ベイゴマ

企画者
学生

合計（円）

リクレーション保険

道路使用許可申請経
費

ビニールテープ

チョーク

用
具

経
費

企画者
学生

第１回 第２回

お茶
用
具

ビニールテープ

チョーク

お菓子

道路使用許可申請 2,100 1 2,100

掃用のデッキブラシやお茶・お菓子は、長屋学校メンバーから貸し

出され・提供された。その他の用具と道路使用許可申請やリクレー

ション保険注 ）は企画者学生が準備した。第１回では 4,051 円、第

２回で 5,838 円の費用がかかった。

５．みちおえかきイベントの効果と評価

みちおえかきイベントの参加者及び、実施主体の一つである町会

役員、長屋学校メンバーへのアンケート調査結果注 ）から、みちおえ

かきイベントの効果や評価を明らかにする。

５ １ 参加者へのアンケート調査結果

調査結果を図７に示す。

調査は、みちおえかきイベントに参加した保護者を対象に行った。

回答数は第１回が40、第２回が27であった。質問１）〜４）は第１

回、第２回の共通の質問であり、質問５）、６）は第２回のみの質

問である。

１）年齢

第１回は、30代が63％と最も多く、次いで40代が35％と多かった。

第２回も、30代が45％と最も多く、次いで40代が37％と多かった。

保護者参加者は全て若い世代であったので、みちおえかきイベント

は、若い世代が参加した地域活動だったと言える。

２）みちおえかきイベントを知ったきっかけ

第１回、第２回ともに「知人からの紹介」が最も多く、それぞれ

54％、33％であった。参加者間で、メールやSNS注 ）を使用した情報

拡散があったと推測される。

３）交流の有無

町会役員や長屋学校メンバー、保護者との新たな交流について、

「交流あり」は第１回では30％と少なかった。第２回では41％と比

較的多かった。第２回で行った塗り絵、月島路地マップ・長屋学校

 

 

図 7 参加者へのアンケート調査結果 

を紹介したチラシ注 ）の配布が交流を増やしたと考えられる。

「交流を生むきっかけになると感じたか」については、第１回で

は「とても感じた」が 35％、「少し感じた」が 52％であった。第 2

回ではそれぞれ、33％、56％であった。第 1 回・第 2 回ともに 9 割

近くの参加者が、みちおえかきイベントは交流を生むきっかけにな

ると感じていた。

４）今後の参加意向

今後の、みちおえかきイベントへの参加意向では、「とても参加

したい」が第１回では80％、第２回では70％であった。第１回・第

２回ともに多くの参加者が今後も参加したいと回答したので、みち

おえかきイベントへの満足度は高かったと言える。

５）第１回みちおえかきイベントへの参加

第２回において、第１回みちおえかきイベントにも参加した人は

１名のみ４％であり、第１回と第２回では、ほとんどが別の参加者

であった。

６）長屋学校やまちへの関心

長屋学校の活動について、「知らなかった」が約７割と最も多か

った。長屋学校の活動への関心について、「とても高まった」が33％、

「少し高まった」が56％であった。合計で約９割の参加者が長屋学

校への関心が高まったと回答した。また、まちに対する関心につい

ても同様の結果で、約９割の参加者がまちに対する関心が高まった

と回答した。みちおえかきイベントは、まちへの関心や地域活動へ

の関心を高めたと言える。

５ ２ 町会役員へのアンケート調査結果

調査結果を図８に示す。

調査は、２回に分けて実施した。まず、町会役員会に出席した34

名の町会役員に対して、みちおえかきイベントの内容と実施結果を

説明し、みちおえかきイベントの評価の評価について調査を行った。

回答数は26であった。また、みちおえかきイベントのスタッフとな

った町会役員６名に対して、みちおえかきイベントでの交流につい

て調査を行った。

１）みちおえかきイベントの評価（回答：町会役員26名）

「大変よい」が31％、「よい」が69％と、全員がみちおえかきイ

 

図 8 町会役員へのアンケート調査結果 

 

図 9 長屋学校メンバーへのアンケート調査結果 



412

ベントを肯定的に評価した。

２）交流について（回答：町会役員スタッフ６名）

参加者との交流は、「かなりあった」が2名、「少しあった」が３名 
であった。長屋学校メンバー・学生との交流は、「かなりあった」が

１名、「少しあった」が４名であった。町会役員スタッフは、参加者

や長屋学校メンバー、学生と概ね交流していた。 

５ ３ 長屋学校メンバーへのアンケート調査結果

調査結果を図９に示す。 

みちおえかきイベントのスタッフとなった９名を対象に行い、回

答数は７であった。 

1）みちおえかきイベントの評価 

「大変よい」が６名、「よい」が１名と、全員がみちおえかきイベ

ントを高く評価した。 

2）交流の有無 

参加者との交流は、「少しあった」が４名、「なかった」が１名あ

った。町会役員との交流は、「少しあった」が４名、「なかった」が

１名であった。学生との交流は、「かなりあった」が２名、「少しあ

った」が３名であった。長屋学校メンバースタッフは、学生とは全

員が交流していたが、参加者と町会役員とは交流は比較的少なかっ

た。これは、長屋学校メンバーは全員が「見守りスタッフ」になっ

ていたためと考えられる。 

６．まとめ

本稿では、中央区月島の月島長屋学校を拠点として開催したみち

おえかきイベントの内容と結果、実施主体の体制と役割分担、効果

と評価について以下のことを示した。

・計２回開催したみちおえかきイベントは、多くの子どもと保護者

の参加者があり盛況であった。保護者参加者の全てが若い世代で

あり、みちおえかきイベントは若い世代が参加した地域活動であ

った。参加者間で電子メールや SNS を使用した情報の拡散があっ

たことが、参加者が多くなった理由と推測される。

・みちおえかきイベントの実施主体は、企画者学生と学生、長屋学 

校メンバー、町会役員の３者であった。準備過程において、企画 

者学生と長屋学校メンバーは企画を検討・決定し、企画者学生と 

町会役員は、町会の協力内容の確認、ポスター記載内容の確認、 

周辺商店やマンションへ広報協力の依頼、近隣住民への説明を行 

った。また広報活動は、企画者学生と長屋学校メンバー、町会役

員とが協力して行った。

・みちおえかきイベント開催当日では、企画者学生と学生は受付交 

通整理・見守りスタッフを務め、長屋学校メンバーは見守りスタ 

ッフを務め、町会役員は交通整理・見守りスタッフを務めた。用 

具の調達先は、企画者学生、町会、長屋学校メンバーで、開催経 

費は 5,000 円程度であった。 

・みちおえかきイベントにおいて、塗り絵、月島路地マップ・長屋

学校を紹介したチラシを配付したことが、参加者同士及び参加者

と実施主体との交流を生んでいた。

・参加者のみちおえかきイベントへの満足度は高かったと言え、ま

た町会役員と長屋学校メンバーのみちおえかきイベントへの評価

も高かった。

・みちおえかきイベントは、参加者のまちへの関心や地域活動への

関心を高めることができた。

以上のことから、みちおえかきイベントの普及について以下のこ

とが言える。

・みちおえかきイベントは、多くの若い世代が参加する地域活動と

なる。また、参加者のまちへの関心や地域活動への関心を高める

ことができる。

・みちおえかきイベントは、みちおえかきをする子どもの安全が確

保されることを前提として、学生と長屋学校メンバーといったま

ちづくり住民団体、町会といった地域組織が連携し、企画の検討

と決定、様々な準備作業、開催当日の作業を分担することで実施

できる。

・みちおえかきイベントにおいて、参加者同士及び参加者と実施主

体との交流を生むには、塗り絵や実施主体について説明する等の

準備が必要である。
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注釈
注1) 月島四之部西町会のことを指す。 
注2) 月島地区とは月島１丁目から４丁目を指す。 
注3) 月島では、六間道路と三間道路がグリット状に整然と通る街割りの中に

多くの路地が規則的に通っている。路地の幅は約一間から九尺（1.8〜
2.7 メートル）である。 

注4) 地（知）の拠点整備事業とは、文部科学省が日本国内の国公私立大学を
対象として、地域の課題と大学の資源の効果的なマッチングによる地域
の課題解決と、地域課題に対する振興策の立案・実施までを視野に入れ
て取り組みを進める施策である。解決に向けて主体的に行動できる人材
の育成と、地域再生・活性化の拠点となる大学の形成を目指す。文部科
学省 HP 

注5) 1926 年建設の長屋は 2003 年に学生及び教授によって改修され、１階は
まちづくり活動のスペース、２階は住居として使用されている。 

注6) 中央区民カレッジとは、区内在住・在勤・在学者に開かれている生涯学
習の場であり、地域の歴史や文化に触れる講座やワークショップを取り
入れた学習会、ボランティアの養成など、様々な講座を開催している。
中央区

注7) 月島路地マップとは、月島や路地の魅力を発信し、保全するためのもの
で、2011 年に初版が発行された。月島路地マップ英語版は、2015 年に
長屋学校メンバーとの連携により完成した。 

注8) 月島まち歩きガイドブックとは、海外からの来訪者のために、英語でガ
イドするための冊子である。 

注9) 長屋学校英語班とは、長屋学校のメンバーのうちの１人である翻訳家が
英語指導を行っているグループである。 

注10) リクレーション保険とは、１契約あたり、参加者数 20 名以上の行事に
参加する人の怪我を補償する保険である。 

注11) アンケート調査は、第１回みちおえかきイベントを開催した 2017 年９
月 24 日と、第２回みちおえかきイベントを開催した 2017 年 11 月 12 日
に行った。 

注12) SNS とは、ソーシャルネットワークサービスの略である。Facebook,    
LINE, Instagram を指す。 

注13) チラシとは、実施主体の１つである長屋学校を紹介するものである。 
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